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本紙の投込みをもって解禁

【六日町バイパス事業について】
国土交通省 北陸地方整備局 長岡国道事務所 調査課長 嶋 倉 正 幸

[電話] ０２５８－３６－４５８２ [ＦＡＸ]  ０２５８－３４－３１８６

【現地説明会及び遺跡調査について】
(公財)新潟県埋蔵文化財調査事業団 担当 加 藤 学

［電話］ ０９０－４６７１－９５１４ （番号通知設定でおかけ下さい）

余川中道遺跡の現地説明会を行います。
～国道１７号 六日町バイパス 埋蔵文化財調査～

１．日 時：平成２６年１０月１９日（日）
１回目 １０：００～１２：００
２回目 １３：３０～１５：００
※荒天時は出土品・写真の展示説明のみとなります。

２．場 所：別紙位置図

３．内 容：発掘調査中の遺跡現場の公開、出土品の展示

［主な展示品］
・「嘉川（よかわ）」と漆で書かれた平安時代の土器

※これにより、現在の「余川（よかわ）」の地名が1000年前まで遡ると考えられます

・古墳時代の勾玉などの石製品

◆長岡国道事務所では、国道１７号六日町バイパスの整備を進めています。

◆六日町バイパスの事業地内には余川中道遺跡があることから、工事に先立ち埋蔵文化財の
発掘調査を行っています。

◆これまでの調査から主に古墳時代、平安時代、室町～戦国時代の遺跡が確認されており、
この度、現地説明会を開催し発掘中の遺跡現場や出土品を公開・説明します。
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別紙

◆六日町バイパスとは◆

調査概要

◆今年度の調査面積は延べ約１８，０００㎡

◆古墳時代にお祭りで使った勾玉などが出土されました。
◆「嘉川」と漆で書かれた平安時代の陶質土器を確認しました。「嘉川」は「ヨカワ」と読むこ
とができ、現在の「余川」の地名が1000年前まで遡ると考えられます。平安時代まで地名を遡
れる事例は県内ではほとんどなく貴重な発見といえます。

◆室町～戦国時代の遺跡として中国産の青磁、白磁、国産の瀬戸焼などの陶器や茶臼などの石製
品が出土しました。優れた品が見られ、集落の中に有力な方が存在したことがうかがえます。

主な展示品の詳細

説明会・駐車場位置図

◆展示場・駐車場◆

・展示場はプレハブとなります。
・駐車場は展示場併設のものをご利用

ください。
・受付は展示場（プレハブ）で行います。

※駐車場に限りがありますので、自動車をご利用の
方は相乗りなどによりお越しください。

◆説明時間◆

・１回目：１０時００分～
・２回目：１３時３０分～ となります。

路線名 国道１７号

延長 ５．１ｋｍ

事業の
目的

南魚沼市内の交通混雑の緩和
〃 交通事故の低減

冬期の安全な道路交通の確保

事業の
状況

H19年 暫定2車線開通 延長0.6km
H21年 暫定2車線開通 延長0.7km

南魚沼市内 国道１７号の混雑状況

六日町バイパス 延長5.1km

H21年度迄開通 延長1.3km
（暫定２車線）

六日町IC
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余川遺跡

余川中道
遺跡発掘現場

・展示場（プレハブ）
・駐車場

※受付は随時行っております。

六日町IC


